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The 52nd Annual Meeting of Psychonomic Society参加報告
大久保　街亜
Psychonomic Societyは，実証的・科学的な心理学研究に関して，情報交換や，研究討議
を行う場として1959年に設立された。現在，正会員が2000名ほど，準会員が650名ほどおり，合
計2600名程度で構成されている。会員のほとんどは実験心理学者である。構成人数の規模
からすると，国際的な学会として，決して大きなものではない。しかし，Psychonomic Bulletin 
& Review,  Attention,  Perception & Performance,  Memory & Cognition,  Behavior 
Research Method,  Cognitive,  Affective,  & Behavioral Neuroscience,  Learning & 
Behavior といった実験心理学において評価の高い雑誌を数々出版するなど，Psychonomic 
Societyの学術的な貢献度は大変に高い。このような高い貢献度にも関わらず，構成人数の規模
は比較的小さい。これは，正会員の審査が厳しいためである。規約によれば，正会員への申請には，
博士号（あるいはそれと同等のもの）と，（博士論文とは別内容で）何報か公刊論文が必要とさ
れる。Psychonomic Societyのホームページ上にあるガイドラインでは，博士課程取得後に，博
士論文とは異なる内容で，「レベルの高い査読付き論文を少なくとも4報を公刊しており，最低でもそ
のうちの2報は第1著者論文でなくてはならない」とある。もちろんこれは最低条件なので，多くの申
請者はこれよりも多くの業績をあげてから申請する。それでも正会員になれないこともある。このよう
な比較的厳しい審査があるため，規模は決して大きくないものの，Psychonomic Societyには，実
績，業績のある研究者が多く参加する。結果として，発表や討議の質が高くなる。また，あまり規
模が大きくないからこそ，打ち解けた雰囲気の中で，じっくり議論が出来る。これらはこの学会の大
きな利点である。
今年度のThe 52nd Annual Meeting of Psychonomic Societyは，2011年11月3日から6日ま
での4日間，シアトルのシアトル・シェラトンホテルで開催された（ワシントン州，アメリカ合衆国）。今
回は開催期間のほとんどが専修大学の鳳祭（学園祭）と重なったため，教務やその他の校務に
大きな支障なく参加できた。個人的には，これが大変ありがたかった。
今回の学会ではNora Newcombeによる “Developing an integrated mind”と題する講
演，シンポジウムとして，Arthur Shimamura らの企画による“Psychocimatics: Exploring 
cognition at movies”， Laura Carlsonらの企画による“Wayfinding in the Seattle Public 
Library: What Can We Learn About Navigational Styles?”が行われた。Calrson らによ
るシンポジウムは，学会初日に学会参加者からボランティアを集め，シアトルの図書館でデモンストレー
ション的にデ ターをとるなど，インタアクティブな構成となっていた。このように，企画内容もさることな
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がら, 運営にも新奇性があった。
講演やシンポジウムに加え, もちろん会員による口頭発表とポスター 発表も行われた。われわれの
発表は, 11月5日の夕方に設定された。今回の発表は, 大学院生の小林晃洋くん, 石川健太くんと
の共同研究の一部であった。図1の写真にあるように体育館のような広い会場において, ポスター 形
式で発表を行った。この写真には写っていないが, 夕方のポスター セッションでは, 有料ではあるが
ビールやワインも振る舞われ, アルコールを片手に議論が行われる。
今回のわれわれの発表では, 近年の進化心理学で注目を浴びている「裏切り検知」を取り上げ
た。人間社会には, 協力・協調しあい, 互いに利益を与えあう互恵的利他行動が, 文化に関わらず, 
およそ普遍的に観察される。このような利他行動は, 自分だけが利益を得て, 相手に返さない「裏
切りもの」が存在すると, 進化できない。従って, 進化心理学では, このような利他行動における裏
切りものを検知する心的なメカニズムを, 人間が生まれつき備えていると考える（だからこそ, このメカ
ニズムが進化した）。実際, われわれは裏切り行為や, 裏切りものに敏感である。これは裏切り検知
メカニズムを, われわれが有しているためかもしれない。しかし, 日常の生活で, 裏切り検知は決して
完璧ではない。われわれは, 日常生活でもしばしば騙されるし, 裏切られる。新聞には, 詐欺や横領, 
場合によっては殺人に発展するような深刻な裏切り行為が数多く報道される。今回の研究では, な
ぜ裏切り検知が完璧ではないのか検討がなされた。この研究では, 仮想的な貨幣をやりとりする経
済ゲームを用い, 相手に対して裏切り行為をするものと, しないものを区分した。そして, 彼らの顔写
真を用い, 表情の比較を行った。その結果, 裏切り行為をするものは, そうでないものに比べ, 豊か
な表情をしていることがわかった。また, この豊かな表情が, 見た目の信頼感に影響していることが
示された。従って, 裏切りものは, 彼らの豊かな表情を, 言わば悪用することで, 裏切り検知を巧みに
逃れている可能性が示唆された。
今回の研究は, 顔写真を刺激として使い, 裏切りという日常に関連したトピックを扱った。そのため, 
専門家以外にも数多くの研究者がポスター に訪れた。多くのコメントや質問があり, たいへんに盛況
であった。さらに, 今回われわれが使用した刺激を使った共同研究の提案を受けるなど, 今後の発
展を考える上でもとても有意義な学会参加となった。
図１　Psychonomic Society における学会発表の様子
